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一どうする？拉致問題一

●何故、拉致問題は膠着状態に陥っているのか？

2002年9月17日の日朝首脳会談は評価に値する　独自交渉で核〃ミサイルまで踏み込んだ

しかし“““

⇒日本政府の被害者の人権無視

＞日朝平壌宣言への署名　「5人生存8人死亡」を鵜呑みに

＞拉致被害者5人の「一時帰国」原状回復が基本のはず

●拉致問題の「解決」とは何か「定義」を明確にすべき

●「日朝平壌宣言に則り」と「全員を取り戻す」は矛盾

●安倍政権の無策

⇒「5人を引き止めた」は真っ赤なウソ「ウソなら議員バッジを外す」とも

⇒政治利用し総理大臣にまで登りつめた　政治的野望のため　自己中心的で国民不在

⇒実行したのは、経済制裁と拉致問題対策本部（担当大臣）の設置のみ

＞経済制裁の有効性？10年以上で成果なし
⇒「あらゆる手段を尽くす」と言うが

＞議員外交、民間外交などは「二元外交」と否定

●2014年ストックホルム合意は茶番？

⇒北朝鮮との対話〃交渉路線は安倍首相の政治信条（集団的自衛権の行使）に反する

⇒過去、再調査は茶番と言っていた安倍首相

⇒広範囲すぎる対象者　拉致　特定失蹄　日本人遺骨　日本人妻　残留邦人

⇒「拉致問題が最優先」の弊害　すべての被害者の人権は平等

⇒経済制裁の復活置強化でホゴに　日本政府は有効「対話の扉は閉ざさない」

●北朝鮮の核実験〃ミサイル発射は安倍首相にとって「渡りに船」？
⇒政策〃現状を正当化する「後ろ盾」となる

＞安保法、改憲、沖縄米軍基地問題、拉致問題の膠着・遅延　等々

●マスコミの報道姿勢

⇒2002年以前と以降　無視から一転過剰報道

＞その後思考停止「家族会」「救う会」を「聖域化」「タブー化」
⇒今後のビジョンを安倍首相に問いただすこともしない

⇒北朝鮮は「悪」　あたかも束アジアの緊張を歓迎するような姿勢

●拉致問題と過去の問題とは切っても切り離せない
⇒北朝鮮とのパイプが切れた中どうするのか？

⇒「過去の清算」をてこに　具体的な「見返り」を提示

⇒米国の干渉にどう対処するのか？ただし、米朝関係良好なら干渉はない
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●電撃的な米朝首脳会談実現？

⇒日本政府は「蚊帳の外」頭越しの決定

⇒韓国主導　日本政府が「拉致問題を絡めつつ、その役割を担うべきだった

日本外交の無策が露呈

⇒相変わらずの圧力一辺倒を主張　首脳会談は想定外

⇒換言すれば緊張関係継続を望む　「国難」であるから　拉致問題はやる気なし

⇒拉致問題は他国頼み　お手上げ状態　主体性　当事者意識の欠如

人権意識のないトランプ大統領が拉致被害者それも日本人を救出するはずがない
⇒首脳会談でのメインテーマは「核」　拉致問題は眼中になし

⇒トランプ大統領の突然の中止通告　駆け引きの一環か？　流動的　開催もありう

る？

⇒マスコミは、おもしろおかしく報道　南北融和にも歓迎せず懐疑的な報道

日本力滴北分断に加担したという大前提を忘れている

ニュースのワイドショー化　狭陸な視点　多様性があり巨視的な見方がない

⇒仮に中止で米朝関係が逆戻り悪化なら、米国はもちろん関係国にとって良いことは
一つもない

⇒日朝首脳会談など夢のまた夢となる

⇒戦争勃発なら東アジアi甜壊滅　それこそ拉致問題どころではなくなる

戦争は絶対に回避しなければならない　現在の対話局面の継続が必要

⇒ますます拉致問題の行方は混迷を極めるのか？

⇒日本政府は拉致被害者に関するインテリジェンスを取得しているか？
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（了）


